
京
都
本
満
寺
に
は
、
寂
照
院
日
乾
（
一
五
六
○
～
一
六
三
五
）
筆
に
な
る
日
蓮
『
一
代
五
時
図
」
の
写
本
一
巻
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
写
本
は
、
別
稿
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
か
つ
て
身
延
山
久
遠
寺
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
日
蓮
真
蹟
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
を
そ
の
本
文
は
、
録
内
御
書
は
も
と
よ
り
録
外
御
替
の
諸
本
に
も
収
録
さ
れ
ず
、
管
見
の
限
り
単
独
の
写
本
も
日
乾
写
本
以
外

に
は
見
当
た
ら
な
い
。
い
わ
ば
新
出
週
文
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
、
日
乾
写
本
三
代
五
時
図
」
の
全
体
に
つ
い

て
、
日
蓮
の
曽
存
真
蹟
を
復
元
す
る
史
料
の
一
つ
と
し
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
嘘

史
料
紹
介

日
乾
写
本
は
、
料
紙
九
紙
を
貼
り
継
ぎ
、
巻
子
本
に
装
頓
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
末
尾
の
一
紙
は
書
写
奥
書
が
記
さ
れ
る
だ
け
で
あ

日
蓮
『
一
代
五
時
図
』
の
身
延
山
真
践
曽
存
本
（
寺
尾
）

日
蓮
『
一
代
五
時
図
』
の
身
延
山
真
蹟
曽
存
本

は
じ
め
に

一

‐
上
泉
都
本
満
寺
所
蔵
の
日
乾
筆
真
蹟
臨
写
本
に
つ
い
て
Ｉ寺

尾
英
智

(43）



寂
照
院
日
乾
（
花
押
）

と
記
さ
れ
、
日
乾
が
慶
長
一
四
年
（
一
六
○
九
）
五
月
二
三
日
、
京
都
本
満
寺
に
お
い
て
身
延
山
久
遠
寺
の
御
正
筆
す
な
わ
ち
日
蓮
真
蹟

を
書
写
し
た
写
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

身
延
山
に
お
け
る
日
蓮
真
蹟
の
伝
来
は
、
歴
代
貫
首
が
作
成
し
た
宝
物
目
録
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
こ
で
「
一

代
五
時
図
」
に
つ
い
て
検
す
る
と
、
明
応
八
年
（
一
四
九
九
）
に
一
二
世
と
な
っ
た
日
意
が
作
成
し
た
「
大
聖
人
御
筆
目
塗
の
追
記
と

思
わ
れ
る
部
分
に
．
代
五
時
之
図
二
巻
」
と
あ
り
、
二
巻
の
伝
来
が
確
認
さ
れ
る
。

慶
長
八
年
（
一
六
○
三
）
に
二
一
世
日
乾
が
作
成
し
た
「
身
延
山
久
遠
寺
御
霊
宝
記
録
」
（
「
御
霊
宝
記
録
』
と
略
称
）
で
は
、
真
蹟
遺

文
を
収
納
す
る
「
第
一
」
「
第
二
」
箱
に
そ
れ
ぞ
れ
一
巻
の
記
載
が
あ
り
、
．
代
五
時
図
」
「
一
代
五
時
鶏
図
」
の
二
本
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
そ
の
う
ち
第
二
箱
の
．
代
五
時
鶏
図
」
は
、
日
乾
の
後
住
と
な
っ
た
日
遠
に
よ
っ
て
罰
霊
宝
記
塗
に
、

日
蓮
ヨ
代
五
時
図
』
の
身
延
山
真
蹟
曽
存
本
（
寺
尾
）

る
か
ら
、
「
一
代
五
時
図
」
は
八
紙
に
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
料
紙
は
斐
紙
で
、
寸
法
は
縦
三
三
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横

は
「
一
代
五
時
図
」
が
書
写
さ
れ
た
第
一
紙
か
ら
第
八
紙
ま
で
が
三
七
九
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
書
写
奥
書
の
あ
る
第
九
紙
が
四
二
・

九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
本
文
は
他
筆
を
交
え
な
い
一
筆
で
、
日
蓮
の
筆
跡
を
よ
く
模
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
臨
写
本
で
あ
る
。

奥
書
に
は
、

奉
写
之

於
本
満
寺
玉
洞
妙
院
以

身
延
山
之
御
正
筆
謹
而

慶
長
十
四
年
配
五
月
二
十
三
日

(御）



遠
私
云
此
御
書
者
依
日
乾
当
山
御
相
続
従
惣
山
遂
談
合
被
送
二
遺
本
満
寺
一
也

と
追
記
さ
れ
、
日
乾
が
身
延
山
一
二
世
貫
首
に
就
任
し
た
折
り
に
京
都
本
満
寺
に
贈
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
慶
長
一
○
年
の
日
遠
「
身

延
山
久
遠
寺
蓮
祖
御
真
翰
入
函
之
次
第
』
を
は
じ
め
、
『
御
霊
宝
記
録
』
以
降
に
作
成
さ
れ
た
宝
物
目
録
に
は
記
載
が
見
え
な
い
。
現
在
、

本
満
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
図
二
四
「
一
代
五
時
鶏
図
』
が
こ
れ
で
あ
る
。

一
方
、
第
一
箱
の
「
一
代
五
時
図
」
は
、
日
遠
「
身
延
山
久
遠
寺
蓮
祖
御
真
翰
入
函
之
次
塗
の
「
御
書
等
函
第
一
」
に
、

第
一
箱
の
「

一
、

と
あ
り
、

あ
り
、

四
コ
代
五
時
鶏
図
」

山
本
ヨ
代
五
時
図
」

一
、
一
代
五
時
図

何
況
曇
驚
道
緯
善
導
法
然

等
乎

已
上
七
紙
一
宇
不
閥
也

と
あ
る
。
こ
の
『
御
霊
宝
記
録
」
に
記
録
さ
れ
て
い
る
身
延
山
本
の
名
称
、
及
び
冒
頭
と
末
尾
の
本
文
は
、
日
乾
写
本
と
一
致
す
る
。
料

紙
の
紙
数
も
真
蹟
は
七
紙
、
日
乾
写
本
は
八
紙
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
日
乾
写
本
は
、
身
延
山
本
を
書
写
し
た
写
本
で

日
蓮
ヨ
代
五
時
図
」
の
身
延
山
真
蹟
曽
存
本
（
寺
尾
）

そ
の
後
の
宝
物
目
録
に
も
同
様
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
身
延
山
に
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
（
身
延
山
本
）
。

日
乾
写
本
は
、
本
満
寺
に
お
い
て
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
身
延
山
か
ら
同
寺
に
真
蹟
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
図
二

コ
代
五
時
鶏
図
」
を
書
写
し
た
写
本
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
が
、
本
文
を
対
照
し
た
と
こ
ろ
別
本
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
改
め
て
身
延

本
「
一
代
五
時
里
に
つ
い
て
「
御
霊
宝
記
塗
の
記
事
を
み
る
と
、

大
論
云
十
九
出
家
○

一
代
五
時
図

一
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日
蓮
の
ョ
代
五
時
（
鶏
）
里
は
、
資
料
１
に
掲
げ
る
よ
う
に
真
蹟
諸
本
が
伝
わ
っ
て
い
る
姥
日
乾
写
本
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
る

身
延
山
本
の
本
文
は
、
何
れ
の
本
文
と
も
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
資
料
２
に
掲
げ
る
写
本
・
刊
本
に
よ
っ
て
の
み
伝
え
ら
れ
る
諸
本
と

も
異
な
っ
て
お
り
、
新
出
本
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

あ
る
と
い
え
る
。

資
料
１
真
蹟
本
「
一
代
五
時
（
鶏
）
図
』
一
覧

定
本
胸
名
称
系
年
（
定
）
系
年
（
対
）
紙
数
所
蔵

図
九
一
代
五
時
図
文
応
元
文
永
八
二
○
完
中
山
法
華
経
寺
（
広
本
）

図
一
三
一
代
五
時
図
文
永
五
頃
建
治
二
一
○
完
中
山
法
華
経
寺
（
略
本
）

図
二
○
一
代
五
時
鶏
図
建
治
元
文
永
九
一
五
完
西
山
本
門
寺

或
同
一
○

図
二
二
一
代
五
時
鶏
図
建
治
二
建
治
二
六
断
京
都
妙
覚
寺

図
二
四
一
代
五
時
鶏
図
弘
安
元
文
永
一
二
七
完
京
都
本
満
寺

或
同
二

図
二
五
一
代
五
時
鶏
図
弘
安
三
頃
弘
安
二
七
完
京
都
本
圀
寺

断
二
三
九
一
代
五
時
図
建
治
建
治
元
二
断
真
間
弘
法
寺

＊
系
年
の
項
の
（
定
）
は
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
「
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
」
、
（
対
）
は
立
正
安
国
会
編
『
日
蓮
大

日
蓮
『
一
代
五
時
図
』
の
身
延
山
真
蹟
曽
存
本
（
寺
尾
）

(妬）



現
在
に
伝
え
ら
れ
る
日
蓮
真
蹟
の
「
一
代
五
時
（
鶏
）
図
」
は
、
何
れ
も
同
一
本
文
の
も
の
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
特
定
の
祖
本

あ
る
い
は
完
成
本
が
あ
り
、
そ
れ
を
日
蓮
自
身
が
書
写
し
た
も
の
で
は
な
い
。
日
蓮
は
『
一
代
五
時
（
鶏
）
図
」
を
、
機
会
が
あ
る
度
ご

と
に
新
た
に
執
筆
し
た
と
考
え
ら
れ
壷
身
延
山
本
は
こ
の
よ
う
な
「
一
代
五
時
（
鶏
）
図
」
に
、
新
た
な
一
本
を
加
え
る
も
の
で
あ

る
。

宣
代
五
時
（
鶏
）
図
」
の
系
年
に
つ
い
て
、
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
（
「
定
本
遺
文
」
と
略
称
）
で
は
概
ね
「
一
代
五
時
図
」

と
題
さ
れ
る
も
の
を
文
永
八
年
（
一
二
七
一
）
の
佐
渡
流
罪
以
前
、
「
一
代
五
時
鶏
図
」
と
題
さ
れ
る
も
の
を
文
永
二
年
（
一
二
七
四
）

日
蓮
三
代
五
時
図
』
の
身
延
山
真
蹟
曽
存
本
（
寺
尾
）

図図図定資
三二二本料
○九八地2

聖
人
御
真
蹟
対
照
録
」
。
図
二
二
の
（
対
）
は
同
上
編
『
日
蓮
大
聖
人
御
真
蹟
目
録
』
に
よ
る
。

紙
数
の
完
は
首
尾
完
結
、
断
は
断
簡
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

写
本
・
刊
本
三
代
五
時
（
鶏
）
図
」
一
覧

名
称
系
年
（
定
）
写
本

一
代
五
時
鶏
図
不
明
本
満
寺
録
外

一
代
五
時
継
図
不
明
三
宝
寺
録
外

釈
迦
一
代
五
時
継
図
未
詳

一
一

刊
本

録
外
一
五
巻

録
外
二
一
巻

録
外
二
四
巻

(47）



日
蓮
ヨ
代
五
時
図
』
の
身
延
山
真
蹟
曽
存
本
（
寺
尾
）

の
身
延
入
山
以
後
に
お
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
図
一
三
・
図
二
二
・
図
二
四
・
図
二
五
で
は
、
資
料
３
に
掲
げ
る
よ
う
に
、
方
等
部
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
真
言
宗
の
人
師
の
中
に
弘
法
大
師
空
海
に
加
え
て
天
台
宗
の
伝
教
大
師
最
澄
、
あ
る
い
は
慈
覚
大
師
円
仁
、
智
証
大
師

円
珍
を
位
置
づ
け
て
い
る
。

’ ’

慈
覚
大
師

’ ’ ’ ’ ’’ ’ 資
料
３
真
蹟
本
「
一
代
五
時
（
鶏
）
図
」
に
お
け
る
真
言
宗
祖
師
一
覧

図
九
図
一
三
図
二
○
図
二
二
図
二
四

善
無
畏
三
蔵

金
剛
智
三
蔵

不
空
三
蔵

恵
果
和
尚

弘
法
大
師

’ ’’ ’

善
無
畏
三
蔵

金
剛
智
三
蔵

不
空
三
蔵

一
行
阿
闇
梨

’ ’’ ’ ’ ’ ’

伝 弘 一不金善
｜ 教 ｜ 法 ｜ 行空剛無

智畏

蔵蔵

’ ’

善
無
畏
三
蔵

金
剛
知
三
蔵

不
空
三
蔵

弘
法
大
師

慈
覚
大
師

’ ’ ’

善
無
畏
三
蔵

金
剛
智
三
蔵

不
空
三
蔵

恵
果
和
尚

弘
法
大
師

順
暁

伝
教
大
師

慈
覚
大
師

’’ ’ 図
二
五
断
二
三
九

善
無
畏
三
蔵

金
剛
智
三
蔵

不
空
三
蔵

’ ’
I I ’’ ’ I

身
延
山
本

龍
猛
菩
薩

龍
智
菩
薩

善
無
畏
三
蔵

金
剛
智
三
蔵

不
空
三
蔵

弘
法
大
師

伝
教
大
師

慈
覚
大
師

’

(鉛）



．
日
蓮
が
「
天
台
の
真
言
」
宗
で
あ
る
台
密
を
真
言
宗
批
判
の
中
に
加
え
る
の
は
、
佐
渡
流
罪
中
の
文
永
九
年
二
二
七
二
）
に
執
筆
さ

れ
た
「
開
目
抄
』
『
祈
祷
紗
』
を
は
じ
め
と
す
る
が
、
簡
略
な
も
の
で
あ
る
。
批
判
が
本
格
化
す
る
の
は
、
身
延
入
山
後
の
建
治
元
年

（
一
二
七
五
）
執
筆
『
撰
時
抄
』
、
同
二
年
執
筆
「
報
恩
抄
」
に
お
い
て
で
あ
り
、
慈
覚
大
師
円
仁
・
智
証
大
師
円
珍
が
そ
の
中
心
的
な
対

象
と
な
壷
し
た
が
っ
て
、
『
定
本
遺
文
』
に
お
け
る
図
一
三
以
下
の
系
年
は
再
考
の
余
地
が
あ
り
、
む
し
ろ
『
日
蓮
大
聖
人
御
真
蹟
対

照
録
」
（
「
対
照
録
』
と
略
称
）
の
系
年
に
従
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

身
延
山
本
「
一
代
五
時
図
」
で
は
、
方
等
部
の
下
に
掲
げ
ら
れ
る
真
言
宗
の
祖
師
に
天
台
宗
（
台
密
）
の
人
師
で
あ
る
伝
教
大
師
、
慈

覚
大
師
、
智
証
大
師
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
般
浬
桑
経
を
説
明
す
る
中
で
諸
宗
の
祖
師
を
列
挙
す
る
部
分
に
も
、

真
言
宗
龍
猛
・
龍
智
・
金
剛
智
・
善
無
畏
・
不
空
・
弘
法
・
慈
覚
・
智
証
等
乎

と
、
真
言
宗
の
祖
師
と
し
て
天
台
宗
（
台
密
）
の
慈
覚
・
智
証
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
身
延
山
本
で
は
、
慈
覚
大
師
円
仁
・
智

証
大
師
円
珍
を
真
言
宗
の
祖
師
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
身
延
入
山
後
の
年
次
に
系
年
し
て
よ
い
と
考

え
ら
れ
海

日
乾
写
本
か
ら
窺
わ
れ
る
身
延
山
本
の
書
風
の
特
徴
は
、
真
蹟
諸
本
の
中
で
は
図
一
三
「
一
代
五
時
図
」
と
最
も
相
似
し
て
い
る
と
み

る
こ
と
が
で
き
る
。
図
一
三
の
系
年
は
「
定
本
遺
文
」
で
は
文
永
五
年
二
二
六
八
）
頃
と
す
る
が
、
『
対
照
録
」
で
は
建
治
二
年
（
一

二
七
六
）
と
す
る
こ
と
か
ら
、
身
延
山
本
ヨ
代
五
時
図
」
の
系
年
も
同
様
に
建
治
二
年
と
し
て
お
き
た
い
。

日
蓮
『
一
代
五
時
図
』
の
身
延
山
真
蹟
曽
存
本
（
寺
尾
）

ｌ
智
証
大
師
Ｉ

＊
ｌ
は
記
載
が
な
い
こ
と
を
示
す
。

’

智
証
大
師
智
証
大
師

I

智
証
大
師

(“）



付
記
日
乾
写
本
の
原
本
調
査
、
翻
刻
並
び
に
写
真
掲
載
に
つ
い
て
は
、
本
満
寺
貫
首
三
好
龍
紳
睨
下
の
御
許
可
、
守
玄
院
御
主
梅
本

光
祥
上
人
の
御
高
配
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
立
正
大
学
教
授
中
尾
堯
先
生
に
は
、
調
査
史
料
の
発
表
に
つ
い
て
ご
快
諾
を
い
た
だ
い
た
。

記
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

註
（
１
）
拙
稿
「
日
乾
の
日
蓮
真
蹟
書
写
に
つ
い
て
」
、
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
第
四
一
巻
第
二
号
。

（
２
）
身
延
山
真
蹟
曽
存
遺
文
の
復
元
に
つ
い
て
は
、
拙
著
「
日
蓮
聖
人
真
蹟
の
形
態
と
伝
来
」
第
四
章
、
拙
稿
「
日
蓮
遺
文
『
諌
暁
八
幡
抄
』
の
曽

存
真
蹟
に
つ
い
て
」
（
「
高
木
豊
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
』
掲
載
予
定
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
３
）
成
立
年
次
未
詳
。
「
定
本
遺
文
」
二
七
四
二
頁
。

（
３
）

成
立
年
次
未
詳
。
「
定

（
７
）
資
料
ｌ
に
掲
げ
た
外
に
も
、
「
一
代
五
時
（
鶏
）
図
』
の
一
部
分
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
真
蹟
断
簡
が
数
点
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
断
二
三
九
の
よ

う
に
そ
の
一
部
分
で
あ
る
こ
と
が
明
確
で
は
な
い
の
で
除
い
た
。

（
８
）
宮
崎
英
修
氏
は
、
『
一
代
五
時
（
藩
）
図
」
の
諸
本
に
つ
い
て
、
Ｉ
図
示
し
た
識
義
用
テ
キ
ス
ト
と
考
え
ら
れ
る
も
の
（
図
一
三
、
図
二
五
）
、

Ⅱ
同
上
に
註
を
加
え
て
講
義
に
列
な
れ
ぬ
者
の
た
め
に
送
付
し
た
と
み
ら
れ
る
も
の
（
図
九
、
図
二
○
）
の
二
様
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ

る
。
同
「
日
蓮
聖
人
の
門
下
教
育
」
、
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
二
巻
第
一
号
。
渡
辺
宝
陽
「
日
蓮
宗
信
行
論
の
研
究
」
第
三
章
第
一
節
参
照
。

（
９
）
浅
井
図
道
「
日
蓮
の
四
箇
格
言
と
そ
の
心
」
（
二
・
（
二
）
、
『
三
蔵
』
第
一
七
九
号
．
一
八
○
号
。

（
皿
）
系
年
の
推
定
に
当
た
り
、
真
言
宗
以
外
の
祖
師
や
引
用
要
文
な
ど
に
つ
い
て
も
、
全
体
的
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
後
日
を
期
し
た
い
。

（
５
）
山
川
智
応
「
日
蓮
聖
人
研
究

（
６
）
「
定
本
遺
文
」
二
七
四
九
頁
。

山
川
智
応
「
日
蓮
聖
人
研
究

（
４
）

日
蓮
三
代
五
時
図
』
の
身
延
山
真
蹟
曽
存
本
（
寺
尾
）

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
一
代
五
時
図
・
日
乾
・
日
蓮
真
蹟
曽
存
遺
文

」
第
二
巻
五
四
六
頁
。

同
右
、
二
七
五
一
頁
。

(”）



日
蓮
。
代
五
時
図
』
の
身
延
山
真
蹟
曽
存
本
（
寺
尾
）

資
大
乗
ニ
ハ

「
測
椴
巻
祖
師
梵
郷
灘

華
麟
経
由
一
語
員華
杜
順
和
尚

乳
味
Ｆ
八
十
巻
香
象
大
師智侭
法
師

法
蔵
法
師

華
嚴
宗

賢
首
法
師

一
代
五
時
圖

大
論
云
十
九
出
家

三
十
成
道

(51)



』民草蒔一。』ＧＣ－ＧＧ

日
蓮
三
代
五
時
図
」
の
身
延
山
真
蹟
曽
存
本
（
寺
尾
）

一
向
小
乗

〔
鯉
一
年

阿
酪
味

弥
勒
菩
薩
説

玲
伽
論無
着
菩
薩
筆

ｌ
深
蜜
經
頌
世
親
菩
薩
造

唯
識
論
ハ

ー
大
集
經
論
十
大
論
師

立
三
時
教
護
法
菩
薩

法
相
宗
玄
美
三
蔵

祖
師

一
帳
大
乗
戒
賢
慈
恩
大
師

論
師

以
五
教
摂
一
代

清
涼
國
師

澄
観

世
親
菩
薩

増
一
阿
含
經
ｌ
倶
舎
宗

中
阿
含
經
呵
利
賊
摩

ｌ
成
實
宗

長
阿
含
經

道
宣
律
師

雑
阿
含
經
ｌ
律
宗

(52）



日
蓮
ヨ
代
五
時
図
』
の
身
延
山
真
蹟
曽
存
本
（
寺
尾
）

一一一－

’

方
等
部

一生
蘓
味F渓F

、蘓金大口

織菱襄毒裂息篝弄
輩」

心

亘 祖

凧聖八聖一:-誌

一
隻
観
經

観
經
淨

一
ｌ
阿
弥
陀
經

｜ ’ ｜ ｜
淨聖易難
土道行行
道道

’
１
曇
鷲
法
師

淨
土
宗
ｌ
道
緯
禅
師

ｌ
善
導
和
尚

Ｉ
法
然
房

無
畏
三
蔵

空
三
蔵

教
大
師

法
大
師

猛
菩
薩

智
菩
薩

剛
智
三
蔵

(53）



日
蓮
ヨ
代
五
時
図
』
の
身
延
山
真
蹟
曽
存
本
（
寺
尾
）
－

…宥宏f気宇話･･＝＝ 舞差轆乞易 一一一
一一一

I
無
量
義
經
、
四
十
餘
年
、
未
顕
真
實
、

、
鑑
繕
嶽
緬

三
十
年

澱
宗

拐

達
摩
大
師

百
論
提
婆
菩
薩
造

中
論
龍
樹
菩
薩
造

十
二
門
論
同

大
論
同

龍
樹
菩
薩

権
大
乗
祖
師
提
婆
菩
薩

般
若
經
三
論
宗
清
弁
菩
薩

熟
蘓
味
智
光
論
師

三
時
嘉
祥
寺吉
蔵
大
師

三
蔵

三
韓
法
論

(邸）
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日
蓮
ヨ
代
五
時
図
』
の
身
延
山
真
践
曽
存
本
（
寺
尾
）

唾．一一弓色・－

過
無
量
無
邊
、
不
可
思
議
阿
僧
祇

却
、
終
不
得
成
、
無
上
菩
提
、
所
以
者
何
、

不
知
菩
提
、
大
直
道
故
、
行
於
険

遜
、
多
留
難
故
、

行
大
直
道
、
無
留
難
故
、

世
尊
法
久
後要
當
説
真
實

雌
示
種
種
道
其
實
為
佛
乗

正
直
捨
方
便
但
説
無
上
道

醍
醐
味

純
円
經
今
此
三
界
、
皆
是
我
有
、

實
大
乗
其
中
衆
生
、
悉
是
吾
子
、

八
ケ
年
而
今
此
庭
、
多
諸
患
難
、

法
華
經
唯
我
一
人
、
能
為
救
護
、

法
華
宗
錐
復
教
詔
、
而
不
信
受
、

(55）
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鯉

今． . ｡●

;マ…~唖副壷罰…わ
陣

少 F一宇一一■■一

m

謬
鼠 日

蓮
三
代
五
時
図
」
の
身
延
山
真
蹟
曽
存
本
（
寺
尾
）

匁
果
Ｊ

伊壹墜一己

天
台
宗
其
人
命
終
、
入
阿
鼻
獄
、

佛
立
宗
具
足
一
劫
、
劫
議
更
生
、

如
是
展
韓
、
至
無
數
劫
、

藥
王
今
告
汝
、
我
所
説
諸
經
、
而
於
此
經
中
、

法
華
最
第
一
、

永
時
、
佛
復
告
、
藥
王
菩
薩
摩
訶
薩
、

我
所
説
經
典
、
無
量
千
万
億
、
已
説
、
今

説
、
當
説
、
而
於
其
中
、
此
法
華
經
、
最
為

難
信
難
解
、

而
此
經
者
、
如
来
現
在
、
猶
多
怨
嫉
、
況
滅

度
後
、

一
切
世
間
、
多
怨
難
信
、

が
時
賓
塔
中
、
出
大
音
盤
、
歎
言
善

(56）



一.一＝ 一 一一■←

宴
寄

一一

日
蓮
ヨ
代
五
時
図
』
の
身
延
山
真
蹟
曽
存
本
（
寺
尾
）

蕊一
鍵二-－－

一一一目‘・4－一…巳啼廿一回 一一

哉
善
哉
、
澤
迦
牟
尼
世
尊
、
能
以
平

等
大
恵
、
教
菩
薩
法
、
佛
所
護
念
、

妙
法
華
經
、
為
大
衆
説
、
如
是
如
是
、

綴
迦
牟
尼
世
尊
、
如
所
説
者
、
皆
是

真
實
、

一
切
衆
前
、
現
大
神
力
、
出
廣
長
舌
、
上
至
梵
世
、

一
切
毛
孔
、
放
於
無
量
、
無
数
色
光
、
皆
悉
遍
照
、

十
方
世
界
、
衆
寶
樹
下
、
師
子
座
上
諸
佛
、

亦
復
如
是
、
出
廣
長
舌
、
放
無
量
光

上
行
菩
薩
無
邊
行
菩
薩

淨
行
菩
薩
安
立
行
菩
薩

永
時
鐸
迦
牟
尼
佛
、
令
十
方
来
、
諸
分
身

佛
、
各
還
本
土
、
而
作
是
言
、
諸
佛
各
随

所
安
、
多
寶
佛
塔
、
還
可
如
故
、

(57）



壷

日
蓮
ご
代
五
時
図
』
の
身
延
山
真
蹟
曽
存
本
（
寺
尾
）

ユ
ｉ
‐

e

〃

一

一』
一ー 署一

一
切
經
幕
覚
巳
下
菩
薩
等
不
用

依
法
不
依
人

依
義
不
依
語

依
智
不
依
識

依
了
謡
謝
趨
謹
花
繧
也

不
依
不
了
義
經

一
’
’
四
十
余
年
経
也

當
説二
日
一
夜

大
般
浬
梁
經

普
賢
菩
薩
・
文
殊
師
利
菩
薩
・
弥
勒
菩
薩
等
、

何
況馬

鳴
菩
薩
・
龍
樹
菩
薩
等
乎
、

何
況
花
厳
宗
法
蔵
・
澄
観
、
三
論
宗
嘉
祥
・

道
朗
乎
、
法
相
宗
玄
笑
・
慈
恩
等
乎
、

真
言
宗
龍
猛
・
龍
智
・
金
剛
智
・
善
無

畏
・
不
空
・
弘
法
・
慈
覚
・
智
證
等
乎
、

何
況
曇
鴬
・
道
緯
・
善
導
・
法
然

等
乎
、

(58）



是『
ご
り

■ 凸邸己 －句 ニーゴ・悶舎七解一一

日
蓮
宣
代
五
時
図
』
の
身
延
山
真
蹟
曽
存
本
（
寺
尾
）

一

1 ，

1 選
： ，＃

七

）I〕

実

議
》

、
職
一
驚
．
．
。

３
：§

＄
や 騨

懸
獺
獺
、
降

！

』

ク
鋲
、
〃戸

慶
長
十
四
年
唾
五
月
二
十
三
日

於
本
満
寺
玉
洞
妙
院
以

身
延
山
之
御
正
筆
謹
而

奉
写
之

寂
照
院
日
乾
（
花
押
）

(59）


